
● ２／２9（木）迄に減免登録手続きが行われない場合，6 月分以降の市民センター利用について、

使用料が減免されない場合がありますのでご注意ください。 

● 減免区分が２～５項の 10割減免団体は，継続申請は不要ですが，代表者など 

記載内容に変更があった場合は変更手続きが必要です。 

※ 詳しくは市民センターにお問い合わせください。 
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◆講話 10：00～11：00 

「いきいき健康アップ 

        ～認知症・あたまの体操～ 」 

        講師：西仙台病院 臨床心理士/公認心理師 

                          後藤 貴浩 氏 

 

 

◆閉講式 11：10～11：30 

 
 
 
閉講式：１１時１０分～11時 30分 

 

「六郷あすなろ大学」は，50 歳以上の方を対

象に，5月の開講式から翌年3月まで月 1回

の学習会を行なう通年型の講座です。 

◆対象：50歳以上の方 70名（先着順） 

◆費用：年間 1,000円（会費） 

◆日程：毎月第 3木曜 10:00～11:30    

    年 10回（4月・8月はお休み） 

◆申込：3 月 12 日（火）から受付開始。申込

用紙に必要事項を記入し，費用を添

えて六郷市民センター窓口へ 

 「鎮魂の花火」
開催日： 2024年 ３月 ２日 （土） 

１６：３０～ 交流イベント（おしるこお振舞い） 

１８：００～ 花火打ち上げ（荒天時は翌日に順延） 

会 場：東六郷コミュニティ・センター/コミュニティ広場 

※当日は駐車制限区域がございます。詳しくは、ホームページでご確認 

 ください。 



◆展示期間：3月 1日（金）～3月 1５日（金） 

◆展示場所：六郷市民センター １階ロビー 

 

お心当たりの方は，窓口へお声がけ下さい。 

期間終了後は処分いたしますのでご注意く

ださい。 

 
 
 

 
日付 曜日 催 し 物 等 

1 金  

２ 土 
鎮魂の花火 

５月分抽選結果確定（～9 日） 

３ 日 六郷くろしお太鼓応援隊ブラッシュアップ講座 

４ 月 休館日 

５ 火 ６月分地域優先申込（～15 日まで） 

６ 水  

７ 木 あすなろ大学閉校式 

８ 金  

9 土  

10 日 
個人使用日 

５月分空室申込開始 

11 月 休館日 

12 火  

13 木 移動図書館10：40～11：10 

14 土  

15 金  

16 土 ６月分抽選申込（～末日まで） 

17 日  

18 月 休館日 

19 火  

20 水 春分の日 

21 木 休館日 

22 金  

23 土  

24 日 個人使用日 

25 月 休館日 

26 火  

27 水 移動図書館10：40～11：10 

28 木  

29 金  

30 土  

31 日  

講座レポート

９回目のあすな

ろ大学は、宮城中

央ヤクルト販売

(株)より片岡恵氏

をお招きし「今日

から始める健腸生

活」と題して講座

を行いました。 

〇使用時間  9：00～12：00 

      1３：00～16：30（2 月～10 月） 

（11 月～1 月は 16：00 まで） 

※ 12：00 から１3：00 は使用できません。 

 

〇使用する時は、窓口で氏名と使用時間、人数を記入して

ください。予約時間まで来ない場合は次の方に使用する

権利が移ります。 

〇使用時間が終了したら、速やかに後片付けをして次の方

に場所をゆずってください。 

 

バスケットボールコートについて 

 

日曜日 個人使用日

※ 

 

 

ジュニアリーダーは、仙台市教育委員会が 

支援している中学生・高校生のボランティアで

す。六郷地域では令和５年度は ６名 のジュ

ニアリーダーが仲間に入り、六郷市民センターを

拠点に活動しています。まだまだ新メンバーを募

集していますので、詳しくは市民センターへお問い

合わせください。 

ジュニアリーダー募集中！

 

腸の長さは約 9ｍあり、100 兆個もの腸内細

菌が活動しているとのお話に、会場からは感嘆

の声が上がりました。身体からの大切なお便り

をきちんと確認し、食生活の見直しや、「健腸

長寿」への意識が高まりました。 


